
11
月
27
日
に
第
48
期
愛
知
県
労
働

委
員
会
委
員
（
任
期
２
０
２
５
年
12

月
１
日
～
２
０
２
７
年
11
月
30
日
）
）

の
名
簿
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

労
働
法
学
者
が
半
世
紀
ぶ
り
に
任

命
さ
れ
た
こ
と
は
、
労
働
者
の
信
頼

を
回
復
し
、
再
生
を
め
ざ
す
上
で
重

要
な
一
歩
で
あ
り
、

私
た
ち
愛
労
連
の

運
動
の
成
果
で
す
。

し
か
し
、
非
連

合
委
員
の
任
命
、

女
性
委
員
の
増
員
、

非
正
規
労
働
者
の

任
命
、
医
療
福
祉

分
野
か
ら
の
任
命
、

何
よ
り
も
不
当
労

働
行
為
と
の
た
た

か
い
の
経
験
の
あ

る
も
の
を
任
命
す

る
と
い
う
点
で
は
、

ま
っ
た
く
の
ゼ
ロ

回
答
で
し
た
。

12

月
８
日
（
月
）
、
愛
労
連
・

愛
知
国
民
春
闘
共
闘
委
員
会
・
名
古

屋
ふ
れ
あ
い
ユ
ニ
オ
ン
は
今
回
の
任

命
に
つ
い
て
、
愛
知
県
大
村
知
事
に

対
し
、
「
第
48
期
労
働
者
委
員
会
労

働
者
委
員
の
不
当
任
命
に
抗
議
す
る
」

と
し
た
申
し
入
れ
を
15
人
で
行
い
ま

し
た
。
県
か
ら
は
労
働
局
就
業
推
進

監
と
労
働
局
福
祉
課
長
が
対
応
し
ま

し
た
。

参
加
者
か
ら
「
ど
う
や
っ
て
委
員
を

選
定
し
た
の
か
」
「
大
企
業
の
労
働

組
合
の
役
員
だ
け
で
は
多
様
な
意
見

が
反
映
さ
れ
な
い
」
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
（
７

人
の
労
働
者
委
員
中
、
女
性
委
員
は

２
人
）
」
「
医
療
や
福
祉
分
野
か
ら

の
労
働
相
談
が
多
い
が
委
員
に
い
な

い
」
な
ど
と
指
摘
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
県
側
は
「
総
合
的

に
任
命
」
「
女
性
比
率
を
優
先
し
て

は
い
な
い
」
「
（
医
療
福
祉
の
分
野

か
ら
の
登
用
に
つ
い
て
）
特
定
の
産

業
分
野
か
ら

選
任
し
て
い

る
わ
け
で
は

な
い
。
分
野

に
関
係
な
く

誠
実
に
職
務

に
専
念
し
て

い
る
。
多
様

な
潮
流
に
つ

い
て
は
判
断

の
材
料
の
一

つ
。
多
様
性
は
大
事
」
な
ど
と
答
え

る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。（

記

執
行
部
）
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全
国
一
般
愛
知
地
本

都労委/救済を認めず！
日本アクリル支部の都労委での闘いは今
年の７月に結審し１２月１０日に決定が
出されました。その内容は、会社の和解
撤回や団体交渉拒否は不当労働行為に当

たらないとして組合からの救済申立を棄
却する内容のものでした。組合は今月開
催の支援共闘会議で今後の方針を決定す
る予定です。裏面に「声明文」掲載。

愛知単一労働組合協
議会大会開催（12/2）

私たち全国一般も

構成団体になって

いる「愛知単一労

働組合協議会」の

2026年定期大会が

12月２日に開催し

ました。協議会役

員11名、大会代議

員10名の計21名（欠席ゼロ）の参加で開催。議長に

愛自交の代議員を選出し議事を進めました。西尾議

長、平田議長の挨拶に始まり、2025年度活動報告・

決算報告、2026年度活動方針・財政方針を加藤事務

局長と氏家会計から報告されました。その後、協議

会構成４団体から活動報告がされ、質疑を行いまし

た。最後は全ての議案を拍手で承認し、煤本副議長

の閉会挨拶で大会は無事終了。

夕方からは、６０人を超す参加者で協議会主催の忘

年会が金山のホテルで行われ交流、親睦を深めまし

た。 （記 代議員Ａ）

平田議長の挨拶

忘年会会場風景

２０２６年新春

旗開き
１月９日（金）１８時３０分～２０時

労働会館東館５階ギャラリーにて開催



愛
労
連
・
愛
知
国
民
春
闘
共
闘
主

催
の
２
０
２
６
国
民
春
闘
討
論
集
会

が
刈
谷
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

全
労
連
事
務
局
次
長
の
布
施
さ
ん

が
「
対
話
と
学
び
あ
い
で
仲
間
を
増

や
し
て
要
求
を
実
現
す
る
春
闘
を
め

ざ
し
て
」
と
題
し
て
、
国
際
・
国
内

的
に
起
こ
っ
て
い
る
変
化
を
分
か
り

や
す
く
紹
介
し
講
演
（
写
真
下
）
。

そ
の
後
仲
間
づ
く
り
、
組
織
の
変
革

を
は
か
る
た
め
「
グ
ル
ー
プ
討
論＝

対
話
と
学
び
あ
い
」
に
入
り
ま
し
た
。

12
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
「
自
ら
の
生
活

実
感
と
賃
上
げ
で
生
活
を
ど
う
変
え

た
い
か
、
賃
金
以
外
で
実
現
し
た
い

要
求
」
で
討
論
。
「
対
話
と
学
び
あ

い
」
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

松
本
陵
子
さ
ん
（
愛
高
教
書
記
次
長
）
、

薄
美
穂
子
さ
ん
（
福
祉
保
育
労
東
海

地
本
書
記
長
）
、
安
海
芙
由
美
さ
ん

（
建
交
労
愛
知
保
育
パ
ー
ト
支
部
副

委
員
長
）
、
塩
森
真
由
美
さ
ん
（
自

治
労
連
愛
知
自
治
体
一
般
労
組
大
府

分
会
分
会
長
）
が
実
践
と
成
果
を
報

告
。
さ
ら
に
グ
ル
ー
プ
討
論
で
「
自

分
は
何
を
す
る
か
、
何
を
変
え
ら
れ

る
か
」
を
議
論
し
ま
し
た
。

少
人
数
で
の
討
論
は
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
の
雰
囲
気
で
行
わ
れ
、
熱
気
溢
れ

る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

（
記

Ｔ
）
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■

今
後
の
予
定

■

12
月
23
日（
火
）日
本
ア
ク
リ
ル
争
議
支

援
共
闘
会
議

１
月
９
日（
金
）２
０
２
６
全
国
一
般
愛
知

地
本
旗
開
き

１
月
10
日（
土
）愛
労
連
：
単
産
・
地
域

代
表
者
会
議
・
新
春
学
習
会
＆
旗
開
き

１
月
25
日（
日
）愛
労
連
第
73
回
臨
時
大

会１
月
29
日（
木
）地
本
執
行
委
員
会
④

２
月
11
日（
水
）ト
ヨ
タ
総
行
動
（
光
の

広
場
）

２
月
16
日（
月
）第
１
回
評
議
委
員
会

２
月
18
日（
水
）単
一
労
働
組
合
協
議
会

幹
事
会
①

編
集
後
記

い
よ
い
よ
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
僅
か
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
今
回

の
日
本
ア
ク
リ
ル
支
部
都
労
委
へ
の
救

済
申
請
に
対
す
る
命
令
に
は
、
こ
こ
ま

で
来
た
か
！
と
い
う
ほ
ど
の
酷
い
内
容
。

労
働
者
救
済
機
関
で
は
な
く
企
業
”
救

済
”
機
関
に
成
り
下
が
っ
た
の
か
！
私

た
ち
は
絶
対
に
引
き
下
が
る
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
（
Ｕ
）

「対話と学び合い」を実践
１２／７刈谷市産業振興センターにて開催

愛労連2026春闘討論集会


